
  

 

 

報道関係者 各位 

 

 

令 和 5 年 11 月 6 日 

名 取 市 消 防 本 部 

 

 

あぶくま消防本部、宮城県解体工事業協同組合と 

合同災害救助訓練を行います（資料追加） 
 

 

先日プレスリリースしていたこのことについて、訓練の想定がわかる資料として「土砂

災害救助訓練実施計画」「訓練場所案内図」を添付して再送いたします。 

 

近年、気候の変化を要因とした土砂災害が全国で頻発していることをうけ、隣接消防本

部と連携し、各市町が災害時応援協定を締結している宮城県解体工事業協同組合と合同で

訓練を行うものです。この訓練によって隣接消防本部および協定締結機関との連携を一層

強め、困難かつ大規模な災害に対して盤石な救助体制を構築することで、名取市民の安

心・安全な生活をサポートして参ります。  

 

【訓練実施日時】 

１日目：令和５年１１月１４日（火） 午前１０：００～ 

２日目：令和５年１１月１５日（水） 午前１０：００～  ※両日とも同じ内容 

 

【訓練実施場所】 

 亘理郡亘理町逢隈神宮寺字鍋倉４８ 田中建材運輸採石場 

 

【訓練詳細】 

・大雨により土砂災害が発生し、付近住民等が巻き込まれた。災害が広範囲にわたっている

ことから、隣接する消防本部が連携して活動するという想定。 

・土砂災害時に想定される要救助者の状況を複数再現し、協定締結機関のサポートを受けつ

つ、消防機関が統一された手技のもと安全確実かつ迅速に救出する。 

・宮城県解体工事業協同組合の指導のもと、実際に亘理町が保有している重機の取扱訓練を

行い、各種想定訓練にも重機を投入する。 

 

【その他】 

・当日は採石場での活動となりますので、ヘルメットを着用のうえ歩きやすい履物でお越

しください。 

・訓練場所にトイレは設置されておりませんので、亘理町逢隈鹿島字寺前南 亘理公園テ

ニスコート併設の公衆トイレをご利用ください。 

【問い合わせ先】 

 名取市消防署 救急救助係 

 特別救助隊 隊長  小野寺 康（内線 430） 

 ℡ 022-382-3019    Fax 022-383-8711 



土砂災害救助訓練実施計画 

 

 

１、目的  総務省消防庁が発信した土砂災害時における救助活動要領を参考として学び、さら

に宮城県解体工事業協同組合の協力のもと実災害時を想定した訓練を実施することで、

活動の効率化および高度化を図り、当該災害への対応力を強化することを目的とする。 

 

２、日程  令和５年１１月１４日（火）、１５日（水） 両日とも１０：００～１６：００ 

 

３、場所  亘理郡亘理町逢隈神宮寺字鍋倉４８ 田中建材運輸採石場内 

 

４、協力  宮城県解体工事業協同組合 理事長 佐藤 正之  （東北黒沢建設工業 会長） 

 

５、対象  名取市消防本部特別救助隊 

あぶくま消防本部 岩沼消防署特別救助隊 

あぶくま消防本部 亘理消防署消防救助隊 

 

６、訓練  土砂災害時における捜索救助活動。土砂災害のうち発生現象をがけ崩れに伴う土石

流と想定し、訓練シチュエーションを以下の状況別に作成する（詳細は訓練実施細目

参照）。 

なお、付された番号順に訓練を進行することとする。 

① 重機取扱訓練 

② 平地において堆積した土砂に埋没している要救助者の救出 

③ 埋没車両内の要救助者の救出 

④ 土砂中に生活痕跡が散見する現場での捜索救助 

⑤ 家屋流出埋没現場における捜索救助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【状況イメージ図】 
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訓練場所案内図 

 

 

 

 

 

 

訓練場所 
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経路 

 

・訓練場所進入（退出は逆順路） 

   

 

 

 

・公設トイレ（バス移動の場合は経路②を推奨） 
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